










（７）結核対策特別促進事業

ア 目的

イ 事業内容

１）外国人技能研修生に対する結核対策

①外国人技能研修生および協同組合に対する健康教育

日 時：平成２９年１０月１３日、平成３０年２月２６日

場 所：椿トランステクノ協同組合

対象者：モンゴル国籍の技能研修生１４名及び協同組合職員１名

②事業所における結核に関する知識の啓発

日 時：平成２９年８月８日、８月２８日、９月８日

場 所：管内１事業所内

対象者：技能研修生を多数雇用する事業所の日本人従業員および外国人の同僚

２）管内地域全体の結核患者支援の体制づくり及び服薬支援（DOTS）

③医療機関とのDOTSカンファレンス

【四日市羽津医療センター】

日 時：定例実施 毎月第１月曜日 １５時～

場 所：四日市羽津医療センター

参加者：四日市羽津医療センター 結核担当看護師、外来看護師、薬剤師等

桑名・鈴鹿・四日市市 保健所結核担当保健師

対象者：四日市羽津医療センターに結核にて入院中及び退院後の患者

参加回数 １１回

検討人数     実人数１２名 延人数１３名

入院患者 実人数１２名 延人数１３名

④コホート検討会

【四日市羽津医療センター】

日 時：平成３０年２月５日 １４時～１６時

場 所：四日市羽津医療センター

参加者：四日市羽津医療センター（医師、看護師、薬剤師、ＭＳＷ、栄養士）

桑名・鈴鹿・四日市市 保健所結核担当保健師６名

対象者：四日市羽津医療センターに退院後の治療終了患者

検討人数     1６名

⑤DOTS支援 平成29年度中

実人数

延人数

高蔓延国出身外国人技能研修生の受け入れ事業所及び研修生に対し、結核に関する正しい知識の

普及啓発を行うことで結核の早期発見・治療につなげます。また、地域全体で結核患者の服薬を支

援できる体制を整えることで、結核患者の確実な治療、および結核の蔓延予防につなげます。

45 16 30

105 65 69

病院･家庭等訪問 郵送

その他（来所・電話）

内 容：外国人技能研修生、協同組合職員に対して、結核の感染経路や治療方法、服薬の必要性

や有症時の早期受診の重要性について健康教育を実施しました。

内 容：職場における接触調査時および接触者健診時に、結核に関する正しい知識の普及を

行いました。

パンフレットを用いて結核の感染経路、治療方法、服薬の重要性などを説明しました。
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ウ 成果

平成２９年度、新登録結核患者のうち６０歳以上の患者が77.41%を占めており、介護・福祉分野

も含めた地域における他機関と連携しながら服薬支援を行いました。

患者にかかわる包括支援センターや高齢者施設職員、ケアマネージャーと十分に情報共有を行

い、服薬に大きく影響を及ぼす生活全体についても他機関と連携をしながら支援を行ったことで、

治療中断のリスク要因を抱える高齢結核患者が服薬を中断することなく治療に取り組めています。

また、平成２９年度は外国人結核患者の服薬支援にも注力しました。

結核を発病した外国人労働者に対する支援のみならず、入国してきた外国人労働者に対する啓発

活動を行ったことは長期的に管内の結核蔓延予防につながると考えられるため今後も継続していき

ます。
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